
全日本建設交運一般労働組合関西支部



年

月

日
、
全
自
運
関
西
地
区
生
コ
ン
支
部
が
業
種
別
支
部
と
し
て

発
足
し
て

年
に
あ
た
り
ま
す
。
全
自
運
関
西
地
区
生
コ
ン
支
部
か
ら

年

に
個
人
加
盟
を
原
則
と
す
る
運
輸
一
般
へ
、
全
動
労
と
運
輸
一
般
と
の
組
織
合
同
に

よ
る
全
国
会
議
を
経
て
、

年

月
に
運
輸
一
般
・
建
設
一
般
全
日
自
労
・

全
動
労
に
よ
る
三
単
産
組
織
合
同
と
今
日
の
建
交
労
へ
と
組
織
的
変
遷
を
経
て
き
ま

し
た
。
同
時
に
、
業
種
別
支
部
か
ら
多
業
種
広
域
支
部
と
し
て
関
西
支
部
と
名
称
変

更
を
し

年

月
に

支
部
合
同
（
関
西
地
区
生
コ
ン
支
部
・
北
大
阪
支

部
・
中
央
支
部
・
南
大
阪
支
部
）
を
す
す
め
、
そ
の
後
、

年

月
に
井
住

支
部
と
の
組
織
合
流
を
行
っ
て
今
日
の
関

西
支
部
に
至
っ
て
い
ま
す
。

写
真
集
の
編
集
に
あ
た
っ
て
、旧
支
部

の
写
真
集
な
ど
の
収
集
に
努
め
ま
し
た
が
、

年
代
に
呼
応
し
た
収
集
に
は
至
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、

年
の
関
西
地
区
生

コ
ン
支
部
の
組
織
分
裂
以
降
の
た
た
か
い

の
写
真
集
は
争
議
職
場
を
中
心
に
収
集
で

き
た
と
思
い
ま
す
。

唯
一
分
裂
前
の
た
た
か
い
で
は
、

年

月（
記
）山
本（
喜
代
蔵
）と
記
さ

れ
た
、
全
自
運
関
西
地
区
生
コ
ン
支
部
東
海
運
分
会
（
旧
関
西
小
野
田
レ
ミ
コ
ン
・

高
洋
）
の
分
裂
や
、
差
別
攻
撃
と
の
た
た
か
い
。

年

月

日
、
高
田
建

設
分
会
の
野
村
書
記
長
殺
害
事
件
は
組
織
問
題
に
発
展
し
、
困
難
な
た
た
か
い
と
な

り
ま
し
た
が
、
家
族
と
当
該
職
場
の
粘
り
強
い
た
た
か
い
で
解
決
を
み
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

年

月
以
降
は
運
輸
一
般
の
旗
を
守
り
関
西
地
区
生
コ
ン
支
部
の
団
結

強
化
を
は
か
る
た
た
か
い
が
「
連
絡
会
」
結
成
と
共
に
総
会
議
案
に
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
分
裂
後
の
所
有
権
裁
判
を
は
じ
め
と
す
る

年
に
及
ぶ
た
た
か
い
は
、

闘
争
史
『
火
を
継
ぐ
も
の
』
に
詳
し
く
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
連
帯
労
組

と
の
労
組
間
共
闘
を
め
ぐ
る
問
題
で
は
、

年
春
闘
か
ら

労
組
共
闘
が
再

開
さ
れ

年
春
闘
ま
で

年
間
継
続
さ
れ
ま
し
た
が
、

年
春
闘
後
に
連
帯

労
組
の
労
組
間
ル
ー
ル
を
無
視
し
て
の
行
動
が
と
ら
れ
こ
と
で
共
闘
を
中
断
し
、
連

帯
労
組
の
ル
ー
ル
無
視
に
対
し
て
問
題
点
の
解
明
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
『
労
働

運
動
の
本
筋
か
ら
そ
れ
な
い
こ
と
』
と
題
す
る
労
組
間
共
闘
に
お
け
る
要
求
闘
争
・

労
使
関
係
の
あ
り
方
を
す
る
ど
く
解
明
し
た
冊
子
を

年

月
に
発
行
し
、

労
働
運
動
の

原
則
を
基
本
と
し
た
運
動
展
開
を
呼
び
か
け
て
き
ま
し
た
。

関関
西西
支支
部部

年年
史史
写写
真真
集集
のの
発発
行行
にに
ああ
たた
っっ
てて

関
西
支
部

年
史
写
真
集
の
発
行
に
あ
た
っ
て

年
史
写
真
集
編
纂
委
員
長
（
建
交
労
関
西
支
部
顧
問
）

岡
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年

月
に
は
待
望
し
て
い
た
支
部
事
務
所

建
交
労
会
館

が
完
成
し
、

関
西
の
砦
と
し
て
新
た
な
ペ
ー
ジ
を
飾
り
ま
し
た
。

そ
の
後
の
た
た
か
い
で
は
、
資
本
の
不
当
な
権
利
侵
害
と
の
た
た
か
い
を
セ
メ
ン

ト
生
コ
ン
関
連
、
ト
ラ
ッ
ク
職
場
の
た
た
か
い
を
中
心
に
展
開
し
、
解
雇
撤
回
闘
争

を
は
じ
め
と
す
る
労
使
紛
争
を
勝
利
的
に
解
決
を
図
っ
て
き
た
歴
史
が
争
議
終
結
に

あ
た
っ
て
、
た
た
か
い
の
経
過
を
ま
と
め
た
冊
子
を
そ
の
都
度
発
刊
し
て
き
ま
し
た
。

資
本
の
権
利
侵
害
と
の
た
た
か
い
が
掲
載
さ
れ
た
闘
争
史
は
私
た
ち
の
財
産
と
し
て

引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
権
利
侵
害
の
た
た
か
い
だ
け
で
は
な
く
、

年
運
輸
一
般
が
提
唱

し
た
「
交
通
事
故
災
害
を
な
く
す
運
動
」
を
「
生
コ
ン
大
運
動
」
と
銘
打
っ
て
、
セ

メ
ン
ト
生
コ
ン
業
界
か
ら
不
法
違
法
行
為
を
根
絶
し
、
業
界
秩
序
の
確
立
を
は
か
る

政
策
闘
争
を
建
交
労
に
引
き
継
ぎ
、
今
日
ま
で
政
策
闘
争
の
系
統
的
な
追
求
を
は
か

り
、
業
界
の
あ
り
方
な
ど
を
ま
と
め
た
政
策
パ
ン
フ
を
そ
の
直
々
に
発
行
し
て
要
求

闘
争
と
一
体
の
も
の
と
し
て
位
置
付
け
て
き
ま
し
た
。
ト
ラ
ッ
ク
大
運
動
は
「
重
大

事
故
を
な
く
す
」
ト
ラ
ッ
ク
政
策
を
打
ち
出
し
、
低
賃
金
・
長
時
間
労
働
を
な
く
し

「
国
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
」
運
動
の
展
開
は
、
時
代
状
況
を
反
映
し
た
要
求
闘

争
の
あ
り
方
を
示
す
政
策
と
し
て
位
置
付
け
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
ト
ラ
ッ

ク
・
生
コ
ン

大
運
動

は
企
業
・
業
界
の
社
会
的
責
任
・
法
令
遵
守
が
問
わ
れ
る

情
勢
に
な
っ
て
い
ま
す
。
業
界
秩
序
の
確
立
と
社
会
的
秩
序
の
確
立
と
い
う
時
代
背

景
を
捉
え
た
運
動
へ
と
発
展
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

た
た
か
い
の
歴
史
と
と
も
に
、
闘
う
仲
間
の
団
結
強
化
を
は
か
る
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
も
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
と
り
わ
け

年

月

日
開
催
さ
れ
た
サ
マ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
今
は
亡
き
平
岡
委
員
長
を
は
じ
め
、
建
交
労
元
委
員
長
・
坂

田
晋
作
氏
や
運
輸
一
般
元
委
員
長
・
引
間
博
愛
氏
の
出
席
の
も
と
盛
大
に
行
わ
れ
た

こ
と
は
、
今
も
尚
、
良
き
思
い
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
き
た
争
議
支
援
の
家
族
交
流
会
や
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
、

ゴ
ル
フ
コ
ン
ぺ
で
は
東
日
本
大
地
震
震
災
復
興
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
ペ
を
開
催
し
、

福
島
県
本
部
委
員
長
・
建
交
労
震
災
復
興
現
地
責
任
者
の
森
谷
氏
を
招
い
て
の
コ
ン

ペ
も
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
建
交
労
フ
ェ
ス
タ
で
は
、

成
功
に
む
け
て
支
部
か
ら

名
以
上
の
参
加
者
を
送
り
出
し
、
学
習
を
深
め
る
と
同

時
に
全
国
の
仲
間
と
運
動
の
交
流
・
親
睦
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

組
織
の
打
ち
出
し
の
取
り
組
み
で
は
、
ト
ラ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
、
目
立
っ
て
「
な
ん

ぼ
」
と
し
て
メ
ー
デ
ー
で
の
多
彩
な
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
引
っ
さ
げ
て
青
年
・
女
性

部
の
奮
闘
も
あ
り
ま
し
た
。
要
求
実
現
に
む
け
た
共
同
の
た
た
か
い
で
は
、
中
央
行

動
の
菜
の
花
行
動
、
ゼ
ネ
コ
ン
要
請
行
動
、
ア
ス
ベ
ス
ト
東
京
行
動
、
原
水
禁
世
界

大
会
に
む
け
た
ト
ラ
ッ
ク
キ
ャ
ラ
バ
ン
、平
和
行
進
な
ど
平
和
と
民
主
主
義
擁
護
の

た
た
か
い
も
特
筆
さ
れ
ま
す
。

業
種
別
運
動
で
は
危
機
打
開
に
む
け
た
セ
メ
ン
ト
生
コ
ン
関
連

労
組
の
集
団
交

渉
や
統
一
行
動
、
労
使
懇
談
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、
ま
た
、
ト
ラ
ッ
ク
政
策

研
究
集
会
、
労
使
共
同
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
「
安
全
・
安
心
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
多
彩
な

取
り
組
み
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
、

年
を
振
り
返
っ
て
の
歴
史
を
語
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

こ
れ
か
ら
の
組
織
の
維
持
強
化
に
よ
っ
て
、
運
輸
一
般
か
ら
建
交
労
に
引
き
継
が
れ

た
幾
多
の
た
た
か
い
、
先
達
が
働
く
労
働
者
の
生
活
と
権
利
の
向
上
、
そ
し
て
平
和

と
民
主
主
義
の
た
た
か
い
を
組
織
し
て
き
た
こ
と
に
誇
り
を
も
つ
こ
と
を

年
写
真

集
か
ら
少
し
で
も
学
び
と
っ
て
頂
く
こ
と
が
出
来
れ
ば
幸
い
で
す
。
そ
し
て
建
交
労

関
西
支
部
の
組
織
建
設
が
前
進
す
る
こ
と
を
願
っ
て

年
の
写
真
集
の
ま
と
め
と
し

ま
す
。
最
後
に
編
集
に
あ
た
っ
て
ご
協
力
頂
い
た
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

関関
西西
支支
部部

年年
史史
写写
真真
集集
のの
発発
行行
にに
ああ
たた
っっ
てて



も

く

じ

関
西
支
部

年
史
写
真
集
の
発
行
に
あ
た
っ
て

年
史
写
真
集
編
纂
委
員
長

岡
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発
行
に
あ
た
っ
て
寄
せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

年
の
歴
史
と
新
た
な
発
展

全
日
本
建
設
交
運
一
般
労
働
組
合
関
西
支
部
執
行
委
員
長

本
多
裕
重

関
西
支
部

年
の
歩
み

に
寄
せ
て

全
日
本
建
設
交
運
一
般
労
働
組
合
中
央
執
行
委
員
長

赤
羽
数
幸

時
宜
を
得
た
労
働
組
合
の
貴
重
な
活
動

全
日
本
建
設
交
運
一
般
労
働
組
合
福
島
県
本
部
執
行
委
員
長

建
設
産
別
対
策
委
員
会
責
任
者

森
谷
稔

こ
れ
か
ら
の

年
に
向
け
て

大
い
な
る
展
開
を
望
み
ま
す

天
空
法
律
事
務
所
弁
護
士

芝
原
明
夫

建
交
労
関
西
支
部
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う

北
大
阪
総
合
法
律
事
務
所
弁
護
士

徳
井
義
幸

存
在
価
値
高
ま
る
、
た
た
か
う
労
働
組
合

堺
総
合
法
律
事
務
所

品
質
、
供
給
、
価
格
の
安
定
を
と
も
に
目
指
し
て

法
人
建
設
政
策
研
究
所
関
西
支
所
事
務
局
長

蚊
口
哲
也



写
真
で
ふ
り
か
え
る

年
の
あ
ゆ
み

分
裂
ま
で
の
た
た
か
い
の
記
録
（

年
）

全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
経
緯
・
経
過

た
た
か
う
組
合
と
し
て

闘
争
の
歴
史

（

年

年
）

た
た
か
う
組
合
と
し
て

闘
争
の
歴
史

（

年

年
）

た
た
か
う
組
合
と
し
て

闘
争
の
歴
史

（

年

年
）

労
働
者
・
国
民
の
く
ら
し
と
安
全
・
安
心
、
業
界
の
健
全
化
を
め
ざ
す
運
動

あ
ん
な
こ
と

こ
ん
な
こ
と

多
彩
な
活
動

支
部
合
同

周
年

懐
か
し
の
交
流
風
景

さ
ま
ざ
ま
な
交
流
活
動

組
織
打
ち
出
し

数
々
の
共
闘
活
動

目
立
っ
て
な
ん
ぼ
の
青
年
・
女
性
部
活
動

平
和
活
動
は
組
合
の
基
本

く
ら
し
と
経
営
を
守
る
業
界
改
善
運
動

坂
田
晋
作
さ
ん
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

年
表（

年

年
）



年
の
歴
史
と
新
た
な
発
展

全
日
本
建
設
交
運
一
般
労
働
組
合
関
西
支
部

執
行
委
員
長

本
多
裕
重

建
交
労
関
西
支
部
が
発
足
し
て

年
を

迎
え
ま
し
た
。

年
に
業
種
別
支

部
と
し
て
全
自
運
関
西
地
区
生
コ
ン
支
部

を
結
成
す
る
な
か
、

年
に
全
日

本
運
輸
一
般
労
働
組
合
関
西
地
区
生
コ
ン

支
部
に
、

年
に
は
建
設
一
般
・

運
輸
一
般
・
全
動
労
の

単
産
合
同
に
伴

い
、
全
日
本
建
設
交
運
一
般
労
働
組
合
関

西
支
部
に
名
称
を
変
更
、
後
に
、
南
大
阪

支
部
・
中
央
支
部
・
北
大
阪
支
部
と
の

般
の
旗
を
守
る
闘
い
は
、
闘
争
史
「
火
を
継
ぐ
も
の
」
に
よ
り
後
世
に
語
り
継
い
で
い

ま
す
。
新
生
関
生
支
部
は
「
安
全
・
安
心
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
ト
ラ
ッ
ク
・
生
コ
ン

な
ど
の
関
連
業
種
に
お
け
る
重
大
事
故
根
絶
に
む
け
た
「
交
通
事
故
災
害
を
な
く
す
大

運
動
」
に
と
り
く
み
、
ト
ラ
ッ
ク
重
大
事
故
根
絶
・
生
コ
ン
の
不
良
生
コ
ン
一
掃
は
業

種
・
業
界
に
お
け
る
秩
序
確
立
に
む
け
た
要
求
と
し
て
今
日
も
継
続
し
と
り
く
ま
れ
て

い
ま
す
。

年
代
は
要
求
の
実
現
と
団
結
を
強
化
す
る
様
々
な
業
界
改
善
運
動
・
労
使

懇
談
会
・
イ
ベ
ン
ト
・
平
和
活
動
・
選
挙
闘
争
を
と
り
く
み
、

年
に
は
大
阪

で
の
労
働
者
の
拠
点
と
し
て
建
交
労
会
館
（
大
阪
市
淀
川
区
西
中
島

）
を

建
設
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

半
世
紀
と
い
う
歴
史
の
中
で
、
先
達
の
皆
さ
ん
た
ち
が
多
様
な
る
時
代
背
景
の
な
か

か
ら
、
要
求
を
掲
げ
、
資
本
と
の
権
利
侵
害
と
闘
い
を
前
進
さ
せ
て
き
た
こ
と
が
、
今

の
関
西
支
部
の
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、

年
の
歴
史
に
学
び
、
経
験
を
活

か
し
な
が
ら
新
し
い
時
代
に
即
応
で
き
る
柔
軟
性
と
行
動
力
に
磨
き
を
か
け
、
労
働
組

合
の

原
則
の
堅
持
と
規
約
に
基
づ
く
組
織
運
営
、
組
合
民
主
主
義
の
徹
底
を
は
か
り
、

新
た
な

年
に
向
け
て
新
た
に
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。

発発行行ににああたたっっててののメメッッセセーージジ発行にあたってのメッセージ
支
部
組
織
合
同
を
果
た
し
、
そ
し
て
、

年
に
井
住
支
部
が
組
織
合
同
を
お
こ

な
い
、
現
在
で
は
、

都

府

県
（
東
京
・
大
阪
・
京
都
・
兵
庫
・
愛
知
・
奈
良
・

和
歌
山
・
福
井
・
岡
山
）
に
組
織
職
場
が
点
在
し
、
建
設
・
交
通
・
運
輸
・
労
働
者
供

給
事
業
・
労
災
職
業
病
と
一
般
労
働
者
な
ど
、
多
業
種
広
域
支
部
と
し
て
発
展
を
し
て

き
ま
し
た
。

「
写
真
・
資
料
で
ふ
り
か
え
る

年
の
歩
み
」
を
発
行
す
る
こ
と
に
あ
た
り
、
歴
史

を
振
り
返
る
記
録
集
・
闘
争
史
を
今
一
度
読
み
返
す
機
会
を
与
え
て
頂
き
ま
し
た
。

年
代
は
ま
さ
し
く
独
占
資
本
と
の
闘
い
の
中
で
、
暴
力
事
件
の
で
っ

ち
上
げ
、
警
察
権
力
の
介
入
、
暴
力
団
の
介
入
、
解
雇
撤
回
闘
争
、
合
理
化
攻
撃
な
ど

セ
メ
ン
ト
資
本
と
の
た
た
か
い
の
な
か
全
自
運
関
西
地
区
生
コ
ン
支
部
を
結
成
、
た
た

か
い
の
中
で
要
求
を
前
進
さ
せ
組
織
拡
大
を
は
か
っ
て
き
ま
し
た
。

年
代
に
入
る
と
支
部
を
二
分
す
る
組
織
分
裂
闘
争
が
あ
り
、
運
輸
一

関
西
支
部

年
の
歩
み

に
寄
せ
て

全
日
本
建
設
交
運
一
般
労
働
組
合

中
央
執
行
委
員
長

赤
羽
数
幸

関
西
支
部
が
歩
ん
だ

年
の
道
に
刻
ま
れ
た
歴
史
を
み
る
と
、

年
前
後
は
、

高
度
経
済
成
長
を
背
景
に
推
進
し
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
東
海
道
新
幹
線
開
業
（

年
）
な
ど
の
国
家
的
な
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
一
応
の
完
結
を
み
た
時
期
で
し
た
。

一
方
、

年
は
戦
後
最
大
の
不
況
と
言
わ
れ
た
年
で
、

年
の
開
始

か
ら

年
目
を
迎
え
た
春
闘
は
苦
戦
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
春
闘
・
労
働
組
合
運
動



の
高
揚
は

年
前
後
ま
で
続
き
ま

し
た
。

関
西
支
部
は
、
こ
う
し
た
時
代
に
立
ち

上
が
り
ま
し
た
が
、
ど
ん
な
組
織
で
も
、

半
世
紀
の
風
雪
を
生
き
ぬ
く
に
は
多
く
の

試
練
が
あ
り
ま
す
。

日
本
に
は
創
業

年
以
上
の
「
長

寿
企
業
」
が

万

社
、

年
以
上
が

社
、

年
超
は

社
、

年
超
も

社
あ
り
ま
す

（

年

月
）。
調
査
を
し
た

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
は
、
幾
多
の
困
難
を
乗

り
越
え
る
原
動
力
と
な
っ
た
の
は
、
過
去
の
成
功
体
験
に
縛
ら
れ
ず
変
化
を
恐
れ
な
い

姿
勢
に
集
約
さ
れ
る
。「
長
寿
企
業
の
秘
訣
は
変
化
へ
の
対
応
力
に
尽
き
る
」
と
言
い

切
っ
て
い
ま
す
。

労
働
組
合
運
動
に
置
き
換
え
れ
ば
、
そ
の
原
動
力
は
「
組
合
員
を
主
人
公
に
民
主
的

で
原
則
的
な
組
織
運
営
を
徹
底
し
、
時
代
と
情
勢
に
対
応
す
る
柔
軟
で
し
た
た
か
な
運

動
を
展
開
す
る
、
信
頼
さ
れ
る
強
固
な
執
行
部
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
」
こ
の
原
点
に

尽
き
る
で
し
ょ
う
。

関
西
支
部
が
こ
の
原
点
に
立
ち
、
こ
れ
ま
で
の

年
で
築
い
て
き
た
光
を
、
明
日
か

ら
の
新
た
な

年
の
道
標
と
し
、
確
か
な
一
歩
、
一
歩
を
積
み
上
げ
て
い
か
れ
る
こ
と

を
確
信
し
て
い
ま
す
。

含
め
た
組
合
員
一
同
の
貴
重
な
記
録
だ
と
思
い
ま
す
。
写
真
集
を
ひ
と
回
り
見
渡
す
と
、

そ
の
時
々
の
政
治
経
済
情
勢
の
下
で
、
言
語
に
尽
く
し
が
た
い
困
難
な
た
た
か
い
を
展

開
し
た
こ
と
が
伺
い
知
れ
ま
す
。
同
時
に
、
困
難
な
た
た
か
い
に
取
り
組
ん
で
い
た
か

ら
こ
そ
、
日
常
生
活
で
の
仲
間
同
士
の
連
帯
、
各
種
行
事
で
の
包
み
隠
し
の
な
い
素
直

な
笑
顔
を
見
て
と
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

今
回
の
写
真
集
を
、
単
な
る
過
去
を
懐
か
し
む
記
録
と
し
て
見
る
の
で
は
な
く
て
、

現
在
直
面
し
て
い
る
様
々
な
困
難
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
励
ま
し
と
見
れ
ば
、
写
真
集

の
発
行
が
時
宜
を
得
た
労
働
組
合
の
貴
重
な
活
動
と
な
る
で
し
ょ
う
。

昨
今
、
労
働
組
合
は
弱
く
な
っ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。
確
か
に
労
働
組
合
全
体
の
組
織

率
は
低
下
し
て
い
る
も
の
の
、
今
の
時
代
に
合
っ
た
活
動
ス
タ
イ
ル
を
模
索
中
と
い
う

の
が
本
当
の
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
政
府
の
暴
走
に
対
し
て
、

な
ど
で
呼
び

か
け
る
と
、
万
単
位
の
若
者
が
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
街
頭
デ
モ
を
展
開
す
る
時
代
で

社
会
の
出
来
事
や
労
働
組
合
の
歴
史
を

語
る
と
き
、
文
字
を
使
っ
た
表
現
方
法
も

あ
り
ま
す
が
、
得
て
し
て
そ
れ
ら
は
、
著

名
人
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
り
、

組
合
幹
部
の
活
動
記
録
で
あ
っ
た
り
し
ま

す
。今

回
の
写
真
集
の
主
人
公
は
、
ま
さ
に

「
労
働
組
合
の

年
の
歴
史
」
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
現
役
組
合
員
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
す
で
に
鬼
籍
に
入
ら
れ
た
諸
先
輩
も

発発行行ににああたたっっててののメメッッセセーージジ

時
宜
を
得
た
労
働
組
合
の
貴
重
な
活
動

全
日
本
建
設
交
運
一
般
労
働
組
合
福
島
県
本
部
執
行
委
員
長

建
設
産
別
対
策
委
員
会
責
任
者

森
谷
稔



す
。
か
つ
て
の
割
当
動
員
で
は
な
く
、
自
分
の
意
志
で
、
戸
惑
い
な
が
ら
参
加
し
て
く

る
頼
も
し
さ
が
あ
り
ま
す
。
彼
ら
の
中
に
も
、
職
場
で
働
く
若
者
は
た
く
さ
ん
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
の
前
に
は
必
ず
新
し
い
困
難
が
セ
ッ
ト
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
歩
み
を
止

め
な
い
限
り
、
こ
れ
ら
の
困
難
は
必
ず
解
決
出
来
ま
す
。
今
か
ら
数
十
年
後
、
写
真
集

の
第

弾
が
発
行
さ
れ
る
こ
と
を
予
定
し
て
、
明
日
か
ら
弛
ま
ぬ
た
た
か
い
の
記
録
を

作
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

私
は
、
弱
い
者
の
味
方
に
な
り
た
く
て
、

大
学
卒
業
後
司
法
試
験
を
受
け
、

年
に
弁
護
士
に
な
り
ま
し
た
。
当
然
の

よ
う
に
労
働
事
件
を
労
働
者
側
で
行
う
よ

う
に
な
り
、
最
大
時
に
は

件
以
上
の
労

働
事
件
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。

弁
護
士

年
と
な
り
、
中
堅
に
な
っ
た

私
は
、
独
立
し
て
事
務
所
を
開
き
ま
し
た
。

当
時
、
労
働
組
合
が
慣
行
に
と
ら
わ
れ
て
、

変
わ
っ
て
い
か
な
い
こ
と
に
半
ば
失
望
し

広
く
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
関
西
支
部
が
業
種
別
と
は
い
え
、
生
コ
ン
業
界
横
断
と

な
っ
て
い
て
、「
構
造
改
善
闘
争
」「
生
コ
ン
大
運
動
」「
ミ
キ
サ
ー
車
大
行
進
」「
政
策

研
究
組
織
を
作
る
」
な
ど
を
展
開
す
る
闘
い
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
高
く
評
価
し
て
い

ま
す
。
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
開
催
や
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
救
済
の
支
援
の
よ
う
に
、
今
ま
で
の

殻
を
破
っ
た
こ
と
を
す
る
こ
と
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
こ
れ
か
ら
の
労
働
組
合
は
、
産
業
別
の
闘
い
を
基
礎
に
市
民
課
題
に
取
り
組

む
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
組
合
員
も
市
民
で
す
か
ら
市
民
課
題
を
有
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
を
組
織
と
し
て
取
り
上
げ
、
協
働
す
る
こ
と
、
支
援
す
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
労
働
組
合
と
し
て
の
課
題
に
加
え
て
例
え
ば
、
他
の
労
働
組
合
に
呼
び
か
け
て

「
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染
対
策
船
」
や
「
国
際
救
助
船
」
を
造
っ
た
り
、
大
規
模
な

砂
漠
緑
化
運
動
を
呼
び
か
け
た
り
な
ど
で
す
。

そ
し
て
、
全
て
を
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
行
動
す
る
こ
と
で
す
。

関
西
支
部
の
こ
れ
か
ら
の

年
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

建
交
労
関
西
支
部
の
皆
さ
ん
、

周
年
、

本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
が

弁
護
士
と
し
て
活
動
を
初
め
て

年
目
に

あ
た
り
ま
す
か
ら
、
建
交
労
関
西
支
部
の

周
年
の
半
分
以
上
の
年
月
の
付
き
合
い

を
さ
し
て
頂
い
て
き
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「

年
の
歩
み
」
の
写
真
を
み
る
と
、
あ

あ
懐
か
し
い
と
想
う
、
数
々
の
争
議
の
解

決
の
報
告
集
、
闘
争
記
録
の
表
紙
が
た
く

さ
ん
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の

年
に
向
け
て

大
い
な
る
展
開
を
望
み
ま
す

天
空
法
律
事
務
所
弁
護
士

芝
原
明
夫

て
、
徐
々
に
労
働
事
件
は
少
な
く
な
っ
て
い
き
、
遂
に
は
関
西
支
部
の
事
件
だ
け
に
な

り
ま
し
た
。

労
働
組
合
運
動
は
、
企
業
内
組
合
よ
り
は
産
業
別
組
合
の
方
が
よ
り
強
く
、
よ
り
幅

建
交
労
関
西
支
部
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う

北
大
阪
総
合
法
律
事
務
所
弁
護
士

徳
井
義
幸



今
振
り
返
っ
て
見
る
と
、
自
分
自
身
の
労
働
者
・
労
働
組
合
側
の
立
場
に
立
っ
て
の

労
働
事
件
で
の
弁
護
士
と
し
て
の
活
動
の
あ
り
方
や
取
り
組
み
の
姿
勢
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
準
備
書
面
の
書
き
方
や
尋
問
技
術
に
至
る
ま
で
、
い
わ
ば
建
交
労
関
西
支
部
の

労
働
事
件
へ
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
私
自
身
が
弁
護
士
と
し
て
鍛
え
ら
れ
て
き
た
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
さ
に
依
頼
者
と
事
件
こ
そ
が
、
弁
護
士

を
鍛
え
成
長
さ
せ
る
も
の
だ
と
想
い
ま
す
が
、
そ
の
意
味
で
、
私
の
労
働
弁
護
士
と
し

て
の
成
長
を
、
建
交
労
関
西
支
部
が
後
押
し
し
て
く
れ
た
も
の
と
想
い
ま
す
。

「
建
交
労
関
西
支
部
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
」
と
言
わ
し
て
も
ら
っ
て
、

周
年

を
迎
え
る
建
交
労
関
西
支
部
へ
の
お
祝
い
の
言
葉
と
さ
し
て
頂
き
ま
す
。

全
日
本
建
設
交
運
一
般
労
働
組
合
関
西
支
部

周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

長
年
に
わ
た
っ
て
顧
問
関
係
を
継
続
し
て
い
る
当
事
務
所
と
関
西
支
部
の
歴
史
は
重

な
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
建
設
、
交
通
労
働
者
を
始
め
、
幅
広
い
職
種
の
方
々
の
事
件
に

関
わ
り
、
相
談
、
裁
判
や
労
働
委
員
会
闘
争
を
た
た
か
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
間
、
当
事
務
所
が
担
当
し
て
い
る
割
増
賃
金
の
請
求
を
求
め
て
い
る
立
正
運
送

事
件
や
、
石
井
運
輸
事
件
の
不
当
労
働
行
為
申
立
事
件
だ
け
を
み
て
も
、
運
転
労
働
者

の
労
働
条
件
は
悪
化
し
、
た
た
か
い
の
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

合
理
化
と
低
賃
金
を
押
し
つ
け
ら
れ
て
い
る
石
井
運
輸
事
件
な
ど
労
働
組
合
組
織
が
攻

撃
に
さ
ら
さ
れ
る
事
件
も
起
き
て
い
ま
す
。

近
年
、
非
正
規
労
働
者
の
増
加
や
個
人
請
負
事
業
者
扱
い
と
な
っ
て
い
る
交
通
、
建

設
労
働
者
の
相
談
も
増
え
て
い
る
中
で
、
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
が
横
行
し
、
建
設
、
交
通
関

連
会
社
も
例
外
で
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
職
種
や
契
約
形
態
に
関
係
な
く
、
労
働
者
の
権
利
を

守
る
立
場
で
、
学
び
、
た
た
か
う
労
働
組
合
の
存
在
価
値
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま

す
。建

交
労
関
西
支
部
が
今
後
と
も
ま
す
ま
す
組
織
強
化
を
し
、
働
く
人
た
ち
の
た
め
の

労
働
組
合
こ
こ
に
あ
り
と
い
う
旗
を
掲
げ
続
け
ら
れ
る
よ
う
引
き
続
き
奮
闘
に
期
待
す

る
と
共
に
、
当
事
務
所
も
関
西
支
部
に
連
帯
し
、
協
力
し
た
活
動
を
続
け
た
い
と
の
決

意
を
表
明
し
、
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

恒
常
的
な
長
時
間
労
働
と
い
う
運
転
労

働
の
実
情
は
改
善
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
立

正
運
送
事
件
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
な

オ
ー
ル
歩
合
制
及
び
固
定
残
業
制
と
も
い

え
る
よ
う
な
ポ
イ
ン
ト
制
賃
金
は
、
長
時

間
労
働
に
対
す
る
抑
止
が
な
く
な
り
、
業

績
に
応
じ
て
賃
金
が
低
下
す
る
こ
と
を
容

易
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
賃
金
制
度
は
、
労
働
者
の

賃
金
労
働
条
件
が
業
績
に
左
右
さ
れ
不
安

定
で
労
働
条
件
の
低
下
が
強
制
さ
れ
る
う

え
、
労
働
組
合
の
交
渉
力
を
そ
ぎ
、
労
働

組
合
の
組
織
化
も
困
難
に
す
る
元
凶
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
労
働
組
合
が
獲
得
し

た
経
営
協
議
条
項
を
一
方
的
に
破
棄
し
、

存
在
価
値
高
ま
る
、
た
た
か
う
労
働
組
合

堺
総
合
法
律
事
務
所

弁
護
士

平
山
正
和

弁
護
士

岡
崎
守
延

弁
護
士

村
田
浩
治

弁
護
士

井
上
耕
史

弁
護
士

辰
巳
創
史



土
木
、
建
築
構
造
物
の
主
要
構
成
資
材

で
あ
る
生
コ
ン
に
は
、
品
質
の
確
保
、
安

定
的
な
供
給
、
適
正
な
価
格
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

そ
う
し
た
視
点
か
ら
私
た
ち
建
設
政
策

研
究
所
関
西
支
所
は
、
建
交
労
関
西
支
部

を
は
じ
め
と
す
る
皆
さ
ん
と
の
共
同
で
、

年
に
「
生
コ
ン
の
適
正
価
格
は

ど
の
よ
う
に
決
め
ら
れ
る
べ
き
か
」
と
し

た
提
言
を
ま
と
め
、

年
に
は
情

勢
や
生
コ
ン
の
特
性
な
ど
も
補
強
し
た
冊

子
「
生
コ
ン
の
適
正
価
格
と
そ
の
決
め
ら

れ
方
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

資
材
と
し
て
の
生
コ
ン
価
格
は
安
い
に

超
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
方
で
、

構
造
物
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め

の
生
コ
ン
価
格
は
そ
の
役
割
を
果
た
す
べ

く
十
分
な
水
準
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

防
災
事
業
や
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
・
維
持
管

理
の
重
要
性
が
高
ま
る
な
か
、
人
が
働
き

暮
ら
す
社
会
に
不
可
欠
な
「
生
コ
ン
」
に

つ
い
て
、
も
っ
と
誰
も
が
関
心
を
持
て
る

よ
う
に
、
オ
ー
プ
ン
な
政
策
展
開
が
必
要

に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

あ
ら
た
め
て
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
思
い
つ

つ
、
品
質
、
供
給
、
価
格
の
安
定
と
、
生

コ
ン
産
業
の
さ
ら
な
る
発
展
、
建
交
労
関

西
支
部
の
大
い
な
る
躍
進
を
祈
念
し
て
、

お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
い
た
し
ま
す
。

品
質
、
供
給
、
価
格
の
安
定
を
と
も
に
目
指
し
て

法
人
建
設
政
策
研
究
所
関
西
支
所

事
務
局
長

蚊
口
哲
也



写
真
・
資
料
で
ふ
り
か
え
る

年
の
歩
み



東
海
運
に
お
け
る
、
分
裂
、
差
別
攻
撃
と
の
闘
い

（

年
）

高田闘争

引
間
博
愛
歌
集

高
田
闘
争

「
七
カ
所
の
殺
傷
あ
り
ぬ
わ
が
組
織
入
り
し
ば
か
り
に
君
は
殺
さ
る
」（
明
日
の
陽
・
引
間
博
愛
愛
歌
集
よ
り
）

年

月

日
、
高
田
建
設
分
会
を
結
成
。
会
社
は
組
合
を
敵
視
し
、
暴
力
団
を
導
入
し
て
同
年

月

日
、
出
勤
途
上
に
野
村
雅
明
分
会
書
記
長
を
刺
殺
す
る
。
無
念
に
も
帰
ら
ぬ
人
に
な
っ
た
野
村
雅
明
さ
ん

に
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

そ
の
後
も
会
社
は
、

人
の
組
合
員
を
不
当
解
雇
し
た
。
不
当
解
雇
に
屈
せ
ず
野
村
書
記
長
の
遺
志
を
継
い

で
果
敢
に
闘
い
、
遺
族
補
償
、
解
雇
撤
回
を
求
め
て
再
建
さ
れ
た
運
輸
一
般
の
旗
の
下
に
団
結
し
、
地
位
保
全
・

賃
金
支
払
い
、
遺
族
へ
の
賠
償
命
令
を
勝
ち
取
る
。

野
村
正
子
さ
ん
の
寄
稿
の
言
葉
「
よ
か
っ
た
ね
、
お
父
さ
ん
。
や
っ
と
終
わ
っ
た
。
高
田
に
責
任
を
と
ら
せ

た
よ
。
も
う
こ
れ
で
安
心
で
き
る
で
し
ょ
う
」
が
印
象
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。

（「
火
を
継
ぐ
も
の
」
関
西
地
区
生
コ
ン
支
部
闘
争
史
）

分裂までのたたかいの記録（ 年）分裂までのたたかいの記録（ 年）



運輸一般の方針を守り、関西地区生
コン支部の団結強化をはかる連絡会
第 回総会議案書（ 年）

全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン

（

年
）

年

月
、
関
西
地
区
生
コ
ン
支
部
結
成
以
降
の
要
求
闘
争
は
、
資
本
に
よ
る

労
働
者
・
労
働
組
合
に
対
す
る
分
裂
・
差
別
な
ど
権
利
侵
害
の
た
た
か
い
の
連
続
で
し
た
。

東
海
運
の
分
裂
・
差
別
攻
撃
と
の
た
た
か
い
、
支
部
結
成
前
か
ら
日
本
セ
メ
ン
ト

％
出
資
の
大
阪
ア
サ
ノ
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
専
属
下
請
け
輸
送
会
社
・
関
扇
運
輸
支
部

の
た
た
か
い
は
、
利
潤
追
求
の
た
め
に
は
手
段
を
選
ば
な
い
悪
辣
な
攻
撃
と
の
激
烈
な
た

た
か
い
で
し
た
。
組
合
つ
ぶ
し
に
狂
奔
す
る
会
社
は
警
察
権
力
の
導
入
、
機
動
隊
の
介
入

と
熾
烈
を
極
め
ま
し
た
。
直
接
雇
用
主
と
の
た
た
か
い
だ
け
で
な
く
、
背
景
資
本
と
の
た

た
か
い
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
典
型
的
な
闘
争
と
な
り
ま
し
た
。

年
に
発
行
さ
れ
た
「
め

し
と
団
紬
」
は
団
結
の
尊
さ
を
記
し
た
も
の
と
し
て
、
関
西
地
区
生
コ
ン
支
部
に
引
き
継

が
れ
て
い
ま
す
。



全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
経
緯
と
経
過

全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
経
緯
と
経
過

年

杉
井
哲
夫

年

月
、伊
与
田
明
好
氏（
三

生
神
戸
）、
宇
都
宮
和
夫
氏
（
日
播
運
輸
）、

西
川
氏
（
安
威
川
生
コ
ン
）
と
杉
井
哲
夫

（
富
士
コ
ン
）
の

名
を
、
運
輸
一
般
か

ら
集
団
離
脱
し
た
当
時
の
生
コ
ン
支
部
執

行
部
は
「
協
定
書
の
締
結
当
事
者
は
我
々

だ
」
と
し
て
、
ユ
ニ
オ
ン
シ
ョ
ッ
プ
協
定

を
締
結
し
て
い
た
多
く
の
職
場
に
大
量
動

員
し
、
経
営
者
と
一
体
と
な
っ
て
運
輸
一

般
の
組
合
員
の
「
解
雇
」
を
迫
っ
た
。

組
合
事
務
所
を
暴
力
的
に
奪
取
、
こ
れ

ま
で
み
ん
な
で
蓄
え
て
き
た
財
政
を
略
奪

し
、
運
輸
一
般
の
旗
を
集
め
て
焼
却
処
分

す
る
な
ど
傍
若
無
人
の
限
り
を
尽
く
し
て

い
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
平
岡
義
幸
執
行

委
員
長
（
当
時
）
の
も
と
に
新
生
関
生
支

部
に
結
集
し
た
主
要
な
メ
ン
バ
ー

名
が
次
々
に
職
場
か
ら
追
放
さ
れ
た
。
こ
う
し

た
武
ら
の
蛮
行
を
全
国
の
運
輸
一
般
組
合
員
に
訴
え
て
行
こ
う
と
生
コ
ン
支
部
の
全

国
オ
ル
グ
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

滋
賀
の
灰
考
大
津
の
職
場
を
皮
切
り
に
三
重
県
本
部
・
愛
知
県
本
部
と
順
番
に
神

奈
川
県
本
部
ま
で

日
間
の
工
程
で
全
国
の
職
場
オ
ル
グ
に
奔
走
し
た
。

全
国
オ
ル
グ
途
中
か
ら
「
移
動
す
る
と
き
、
た
だ
走
る
だ
け
で
は
も
っ
た
い
な
い

か
ら
宣
伝
し
な
が
ら
行
こ
う
」
と
言
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
ぶ
っ
け
本
番
で

は
ダ
メ
な
の
で
人
気
の
無
い
と
こ
ろ
で
練
習
し
よ
う
と
、
岐
阜
の
山
中
で
宣
伝
の
練

習
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

静
岡
県
本
部
に
移
動
す
る
際
に
は
「
鶴
菱
闘
争
」
影
響
も
あ
っ
て
武
ら
の
影
響
が

か
な
り
強
い
の
で
は
と
少
し
不
安
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
不
安
か
ら
も
す
ぐ
さ

ま
解
放
さ
れ
る
様
に
、
各
職
場
で
は
手
厚
く
も
て
な
さ
れ
、
組
合
員
と
話
を
し
た
際
、

組
合
結
成
か
ら
合
理
化
攻
撃
を
か
け
ら
れ
る
ま
で
の
間
の
会
社
側
の
動
き
に
つ
い
て

「
組
合
が
出
来
て
働
き
や
す
く
な
っ
た
が
、
み
ん
な
が
油
断
し
て
好
き
勝
手
に
し
て

い
た
ら
会
社
は
数
年
か
け
て
組
合
員
の
行
動
を
す
べ
て
記
録
し
て
い
た
。
そ
の
後
合

理
化
の
際
そ
れ
を
す
べ
て
出
さ
れ
て
、
言
い
返
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」
と
漏
ら

し
て
い
た
こ
と
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
「
驕（
お
ご
）る
平
家
久
し
か
ら
ず
」

で
あ
る
と
感
じ
た
。

「
こ
の
全
国
オ
ル
グ
は
、
運
輸
一
般
の
基
本
路
線
か
ら
の
逸
脱
を
許
さ
ず
、
労
働

組
合
の
原
点
で
あ
る

原
則
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
組
合
民
主
主
義
を
貫
く
こ
と

で
強
固
な
団
結
を
維
持
し
、労
働
者
の
要
求
実
現
と
社
会
的
地
位
の
向
上
を
は
か
る
」

運
輸
一
般
の
旗
の
も
と
に
結
集
し
た
仲
間
を
元
気
づ
け
る
役
割
も
果
た
し
た
行
動

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。



年支部結成 周年を迎え、「民主主義の旗高く新た
な峰へ」と題する 周年記念のパンフを発行した。中曽根
反動内閣の「戦後政治の総決算」とする国民福祉の切り捨
て、「国鉄分割・民営化」、大企業本位の「事業規制緩和」、
暗黒政治再現の「国家機密法」、軍事費 ％枠突破をはかる
など、日本を核戦場化に導く危険な動きのなかで、日本の
平和と民主主義擁護のたたかいが強く求められていた。
セメント生コン業界では、「構造改善事業」という大「合
理化」が進められ、生コン企業に対するセメント資本の支
配強化によって、労働者の生活破壊と中小生コン企業の経
営不安が広がっていた。 年の歴史に学び、組合民主主義
の徹底をはかり職場・地域に根ざした活動と運輸一般の拡
大、階級的ナショナルセンターの確立をめざして奮闘する
ことが示された時期であった。

年以降の権利侵害反対闘争では、 年の摂津生コン
闘争、 年柳井闘争、 年淀川生コン、 年新栄闘争、
年京都近畿生コン闘争、 年天野屋闘争、 年彦根相互
トラック関口新八さん不当解雇撤回闘争、 年井坂運輸闘
争、 年エア・ウォター闘争、西神戸闘争、 年昭和貨物
闘争、大阪液体燃料運送闘争、井住支部闘争、富士・協栄
闘争、山田化工闘争、 年サンキョウ闘争、広和運送闘争、
年大久保闘争、妙見宇部闘争、 年軽貨急配闘争、 年
正和運送闘争、 年千島分会闘争、 年明興運輸闘争、ト
クヤマ闘争、計 件の争議を果敢に闘って勝利解決をは
かってきた。
この他、冊子化はされていないが、職場における差別、
賃金・労働条件の一方的切り下げなど、「弥生会」をはじ
めとするセメント直営企業における「合理化」反対闘争が
ある。関西支部をとりまく環境は、政治・経済状況の悪化
とともに、低成長のもとでの資本との権利侵害反対闘争が
繰り返され、それらを職場・地域をはじめ全組合員の総力
をあげた、たたたかいの歴史である。

たたかう組合として 闘争の歴史 （ 年 年）たたかう組合として 闘争の歴史 （ 年 年）

結
成

周
年
記
念
『
民
主
主
義
の
旗
高
く
新
た

な
峰
へ
』（

年
）

写
真
で
見
る
運
輸
一
般

年
（

年
）

たたかう労働者の団結は固い
（ 年）

柳井闘争一年『負けるもんか』
（ 年）

権利闘争の道標（ 年）



たたかう組合として 闘争の歴史 （ 年 年）たたかう組合として 闘争の歴史 （ 年 年）

京都近畿生コン闘争（ 年）

淀川生コン闘争（ 年）

新
栄
闘
争
（

年
）

天
野
屋
闘
争
（

年
）

産
興
運
輸
闘
争
（

年
）

関
口
不
当
解
雇
撤
回
闘
争
（

年
）

支部組織再編・合同大会
（ 年）

奔流十年の歩み

「
奔
流

十
年
の
歩
み
」
は
、
京
都
近
畿
生
コ

ン
・
ダ
ン
生
コ
ン
・
灰
孝
小
野
田
レ
ミ
コ
ン
の

職
場
の
闘
争
史
で
す
。
た
た
か
う
組
合
と
し
て
の

闘
争
史
は
、
次
の
時
代
を
担
う
仲
間
へ
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
と
し
て
終
結
後
に
新
た
な
峰
を
め
ざ
す
資
料

と
し
て
作
成
し
て
い
く
こ
と
が
習
慣
づ
け
ら
れ
て

き
ま
し
た
。



井阪運輸分会闘争（ 年）

エア・ウォーター闘争（ 年）

西
神
戸
闘
争
（

年
）

アサン産業闘争（ 年）

日善石油輸送闘争（ 年）



ひ
と
つ
の
道
を
ま
っ
す
ぐ
に

平
岡
義
幸
さ
ん
を
偲
ぶ（

年
）

大
阪
液
体
燃
料
運
送
闘
争
（

年
）

昭
和
貨
物
運
輸
分
会
闘
争
（

年
）

井
住
支
部
闘
争
（

年
）

吹田市北工場・山田化工闘争（ 年）

富士・協栄闘争（ 年）



自
ら
考
え
行
動
す
る
組
織
へ
（

年
）

サンキョウ闘争（ 年）

広和運送闘争（ 年）

妙見宇部闘争（ 年）

大
久
保
建
材
・
門
真
生
コ
ン
闘
争
（

年
）

建
交
労
関
西
支
部
の
運
動
と
組
織
の
発
展
を
め

ざ
し
て
（

年
）

年

月

日
に

支
部
合

同
（
関
西
支
部
・
北
大
阪
支
部
・
中
央

支
部
・
南
大
阪
支
部
）、

年
に
は
井
住

支
部
と
の
組
織
合
同
、

年
に
「
自
ら

考
え
行
動
す
る
組
織
へ
」（
坂
田
晋
作
中

央
本
部
顧
問
）、

年
「
建
交
労
関
西
支

部
の
運
動
と
組
織
の
発
展
を
め
ざ
し
て
」、

年
「
労
働
運
動
の
本
筋
か
ら
そ
れ
な

い
こ
と
」、

年
「
関
西
支
部
の
改
革
・

明
日
へ
の
道
」
を
発
刊
す
る
な
ど
、
関

西
支
部
の
組
織
改
革
を
時
代
状
況
に
合

わ
せ
て
進
め
て
き
た
。

たたかう組合として 闘争の歴史 （ 年 年）たたかう組合として 闘争の歴史 （ 年 年）



軽貨急配（野 運輸）（ 年）

正和運送闘争（ 年）

労働運動の本筋からそれな
いこと（ 年）

千
島
分
会
闘
争
史
『
雑
草
』（

年
）

明
興
運
輸
争
議
（

年
）

トクヤマ闘争（ 年）

関西支部の改革 明日への
道 （ 年）

坂田晋作 論考集（ 年）

年
の
幾
多
の
た
た
か
い
を
記
し
た
争
議
解
決
報

告
集
や
支
部
組
織
の
改
革
を
は
か
る
提
言
冊
子
、
要

求
闘
争
の
あ
り
方
を
記
し
た
セ
メ
ン
ト
生
コ
ン
、
ト

ラ
ッ
ク
大
運
動
の
政
策
パ
ン
フ
等
々
、
こ
れ
ら
は
要

求
実
現
闘
争
の
あ
り
方
を
時
代
背
景
を
加
味
し
た
も

の
と
し
て
捉
え
、
過
去
か
ら
学
び
・
現
在
に
活
か
す
、

そ
し
て
未
来
へ
向
か
っ
て
の
礎
と
し
て
、
関
西
支
部

の
存
在
価
値
を
自
覚
す
る
資
料
で
す
。



労働者・国民のくらしと安全・安心、業界の健全化めざす運動労働者・国民のくらしと安全・安心、業界の健全化めざす運動

政策要求の前進をめざして（ 年）

建設省・各自治体回答集（ 年）

新しい政策要求の前進をめざ
して（ 年）

生コン産業「構造改善事業」
にたいする見解（ 年）

いま、生コン大運動は（ 年）「生コン大運動」回答集（ 年）

いま 生コンが危ない（ 年）

広域協組設立に対する見解と
対応（ 年）

独占禁止法適用除外の見直
しについての見解（ 年）



火を継ぐもの（ 年）

労組集会（ 年）

労組大阪府要請（ 年 月 日）

労組集交（ 年 月 日）

労組・バラ・圧送集会（ 年 月 日）

安全を考えるシンポ（ 年）



生コンの適正価格は
どのように決められるべきか
（ 年）

生コン業界の基盤整備をめざ
して（ 年）

セメント生コン業界の現状と
危機打開政策と運動展開につ
いての提起（案）（ 年）

全労連青年部ピースツアー
韓国（ 年）

防災マニュアルブック（ 年）

セメント生コン産業における政策闘争は、 年「政策要求の前進をめざして」関西地区生コン支部（全自運）
において確立し、 年運輸一般関西地区生コン支部に継承してきた。その基本は、資本主義の構造的矛盾からく
る反動的施策が全面的に現れ、議会制民主主義の破壊、小選挙区制度の導入など司法反動化の動きが強まってきた。
構造的矛盾を解決するには、「贅肉を落とすしかない」として中小企業切り捨て、労働者への首切り「合理化」な
ど全面的で本格的な攻撃がすすめられてきた。
セメント資本の横暴を抑制していくため、生コン産業において業界秩序の確立をはかり、「セメント資本の責任

で福祉雇用基金制度を作れ」などの要求を掲げ、労働者の生活・雇用、権利の向上をめざして、関係団体への要
請行動を果敢に展開してきた。

年 月運輸一般から集団離脱した「現・連帯労組」とのたたかいをはじめ、大阪兵庫生コンクリート工業
組合がすすめる第 次 第 次「構造改善事業」に対して 年 月に「関西における生コン産業・構造改善事
業にたいする・われわれの見解」を執行委員長・平岡義幸名で発表した。そして運輸一般の中小企業政策、方針
の正しい実践という立場にたち「構造改善事業」の準備と推進の過程でおこってきたさまぎまな問題について検
討するとともに「構造改善事業」そのものが労働者の雇用、労働条件や中小企業の経営環境の改善にとって、ど
のような結果をもたらしたのか総括をした。

年 月に、「反共・暴力・利権集団」とのたたかい、新生関生支部の権利闘争・業種別運動を中心にした政
策闘争の歴史を「火を継ぐもの」闘争史にまとめた。
元運輸一般中央執行委員長・引間博愛氏は、表紙のことば「火を継ぐもの」のなかでこう述べている。「反共・
暴力・利権集団と断固とし闘い抜いたこれらの諸君は、決して切れ味の良さを見せてくれたり、颯爽たる風貌を
していない、しかし、節度と階級的矜持を持っている。とくに、労働組合の基本である組合員を主人公とする民
主主義を自分の身につけている点が、持味といえるのではないだろうか…職場からの闘いこそが決定的である。
年の闘いの勝利の言葉を心からおくる」と記された。



労働組合テキスト（ 年）

生コンの適正価格とその決められ方（ 年）

生コンの適正価格とその決められ方
労使懇談会報告集 （ 年）

ライフライン支えるセメント・生コンクリー
ト（ 年）

セ
メ
ン
ト
生
コ
ン
業
界
に
お
け
る
要
求
闘
争
の
柱
に
、
交
通

事
故
・
災
害
を
な
く
す
「
生
コ
ン
大
運
動
」
と
題
し
て

年
か
ら
今
日
ま
で
継
続
的
に
推
進
し
、
全
自
運
か
ら
運
輸
一

般
、
そ
し
て
建
交
労
へ
と
引
き
継
が
れ
、
今
日
で
は
、
建
設
政

策
研
究
所
関
西
支
所
と
の
連
携
で
「
生
コ
ン
の
適
正
価
格
と
そ

の
決
め
ら
れ
方
」（

年
）、
さ
ら
に

年
に
は

「
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
支
え
る
・
セ
メ
ン
ト
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」

と
い
う
冊
子
を
発
刊
し
た
。

阪
神
淡
路
大
震
災
・
新
潟
中
越
地
震
・
東
日
本
大
震
災
、
地

球
温
暖
化
に
と
も
な
う
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
自
然
災
害
の
猛
威
か

ら
、
防
災
・
減
災
中
心
の
国
土
建
設
が
愁
眉
の
課
題
と
な
り
、

国
民
生
活
の
安
全
・
安
心
に
一
翼
を
担
え
る
、
セ
メ
ン
ト
生
コ

ン
産
業
と
し
て
位
置
付
け
、
要
求
闘
争
と
結
合
し
た
政
策
闘
争

を
展
開
し
て
き
た



支
部
合
同

周
年

支
部
合
同

周
年

支部合同サマーフェスティバル（ 年 月 日）

周
年
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン（

年

月

日
）

支部合同大会（ 年 月 日）

懐かしの交流風景懐かしの交流風景
運
動
会
（

年
）

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会（

年

月

日
）

あんなこと こんなこと 多彩な活動あんなこと こんなこと 多彩な活動



さ
ま
ざ
ま
な
交
流
活
動

さ
ま
ざ
ま
な
交
流
活
動

争
議
支
援
家
族
交
流
会
（

年

月

日
）

争
議
支
援
家
族
交
流
会
（

年

月

日
）

旗
び
ら
き
（

年
）

家
族
交
流
会
（

年

月

日
）



…………………………………………………………………………………………………

第 回ゴルフコンペ（ 年 月 日）

東日本大震災被災者救援チャリティーゴルフ
コンペ（ 年 月 日）

第 回ゴルフコンペ（ 年 月 日）

機関紙講座（ 年 月 日）

恒例のジャンケン大会
毎回企業から賞品提供を受けて、参加者全員での
争奪ジャンケン大会



建交労フェスタ 沖縄（ 年 月 日 月 日）

結成 周年記念 淡路フェスタ
（ 年 月 日 日）



組織打ち出し組織打ち出しミキサーパレード（ 年 月 日）

数
々
の
共
闘
活
動

数
々
の
共
闘
活
動

中央行動（ 年 月 日）

大阪メーデー（ 年 月 日）

大阪府民集会（ 年 月 日）



じん肺
アスベスト訴訟

トンネルじん肺行動（ 年 月 日 日）

泉南アスベスト・東京行動（ 年 月 日）

クボタアスベスト行動（ 年 月 日）

中央行動（ 年 月 日）



東日本大震災復興に向けて

アィテンラ
ボ災震

年 月 日 ）日

復
興
号
授
与
（

年

月

日
）

東
日
本
大
震
災
に
寄
せ
ら
れ
た
カ
ン
パ
活
用
し

て
、
現
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・
震
災
対
策

本
部
ヘ
ス
ズ
キ
の
ワ
ゴ
ン

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

アィテンラボ災震

年 月 日
）日



目立ってなんぼの青年・女性部活動目立ってなんぼの青年・女性部活動
メーデー・デコレーション（ 年 月 日）

メーデー・デコレーション（ 年 月 日）

メーデー・デコレーション（ 年 月 日）

投票に行こうよ （ 年 月 日）



中央女性部大会（ 年 月 日 月 日）

青年部 条の会・宣伝行動（ 年 月 日）

福島県視察（ 年 月 日 日）



女性部・菜の花行動（ 年 月 日） 平
和
活
動
は
組
合
の
基
本

平
和
活
動
は
組
合
の
基
本

原水爆禁止平和大行進（ 年 月 日）

反核トラックキャラバン隊（ 年 月 日 日）

原水爆禁止世界大会・長崎（ 年 月 日 日）



くらしと経営を守る業界改善運動くらしと経営を守る業界改善運動

弥生会攻撃（ 年）

労組 国交省要請（ 年 月 日）

労組集交（ 年 月 日）

危機打開労使懇談会（ 年 月 日）

セ
メ
ン
ト
・
生
コ
ン
関
連

労
使
懇
談
会

（

年

月

日
）

輸送ネットワーク第 回品質講習会（ 年 月 日）



大阪運輸関連労組研修会・台湾（ 年 月 日 日）

労使共同セミナー（ 年 月 日 日）

輸送ネットワーク
交通安全講習会（ 年 月 日）

住友大阪セメント赤穂工場見学（ 年 月 日）



トラック政策研究集会（ 年 月 日 日）

津波・高潮ステーション見学（ 年 月 日）

需要創出・大阪府要請（ 年 月 日）

大阪労使協緊急行動（ 年 月 日）



トラックドライバーの健康チェック（ 年 月 日）

建
設
・
生
コ
ン
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（

年

月

日
）

労供免許取得研修会（ 年 月 日 日）

争議支援キャラバン（ 年 月 日 日）



近畿地協 組織推進委員学習交流集会（ 年 月 日）

全国セメント・生コン全国部会定期総会（ 年 月 日）

坂田晋作さん、お世話になりました坂田晋作さん、お世話になりました

学習会（ 年 月 日）

坂田晋作さんを偲ぶ集い
（ 年 月 日）





年

表
（

年

年
）

闘
争
史
『
火
を
継
ぐ
も
の
』
の
「
た
た
か
い
の
歩
み
」（
年
表
）

掲
載
以
降
の

年

年
ま
で
の
主
な
活
動
記
録

を
ま
と
め
た
範
囲
と
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。































































年
も
の
歴
史
を
編

集
す
る
作
業
は
大
変
な

も
の
で
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
資
料
の
収
集
・

整
理
や
写
真
の
選
別
、

時
系
列
の
作
成
や
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
依
頼
な
ど
、

多
忙
な
日
々
の
な
か
で

と
り
く
ん
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
写
真
収
集
等
組
合
員
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

残
念
な
の
は
、

年
誌
の
編
纂
に
坂
田
晋
作
さ
ん
が
加
わ
れ
な

か
っ
た
こ
と
で
す
。
坂
田
晋
作
さ
ん
は
、

年

月

日
、

惜
し
ま
れ
な
が
ら
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
分
裂
時

に
支
部
再
建
の
礎
を
築
い
て
く
だ
さ
っ
た
功
労
者
で
あ
る
坂
田
晋

作
さ
ん
に
は
、
発
刊
に
あ
た
っ
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
き
た
か
っ

た
で
す
し
、
今
後
の
支
部
建
設
に
関
す
る
助
言
を
頂
き
た
か
っ
た

と
殊
に
思
い
ま
す
。
こ
の

年
史
を
尊
敬
の
念
を
も
っ
て
捧
げ
ま

す
。本

誌
は
、
主
に
写
真
を
用
い
て

年
を
振
り
返
ろ
う
と
い
う
編

集
方
法
を
と
っ
て
い
ま
す
。
全
自
運
時
代
か
ら
の
資
本
と
の
激
し

い
闘
争
は
、

年
組
織
分
裂
の
以
前
と
以
降
に
区
分
け
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
他
に
も
組
織
合
同
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
活
動
や
共

闘
、
平
和
活
動
に
業
種
別
運
動
の
推
進
な
ど
、
支
部
発
展
の
基
礎

が
若
い
労
働
者
に
も
伝
わ
る
よ
う
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
た
冊
子
に
な

り
ま
し
た
。

建
交
労
関
西
支
部
の
規
約
に
も
と
づ
く
組
織
運
営
と
運
動
の
発

展
は
、
組
合
員
が
主
人
公
と
い
う
組
合
民
主
主
義
を
貫
き
、
方
針

に
固
く
団
結
し
て
き
た
か
ら
こ
そ
今
の
到
達
点
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
す
べ
て
の
た
た
か
い
に
勝
利
し
て
き
た
の
は
、
組
合
員
が
職

場
・
地
域
か
ら
運
動
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
っ
た
こ
と
が
大
き
な
原
動

力
で
し
た
。
こ
の

年
を
振
り
返
る
こ
と
で
、
私
た
ち
が
つ
く
り
あ

げ
て
き
た
運
動
方
針
が
実
践
を
つ
う
じ
て
検
証
さ
れ
、
正
し
い
方
向

へ
と
関
西
支
部
を
発
展
さ
せ
て
き
た
こ
と
を
確
信
で
き
る
と
思
い
ま

す
。組

織
の
能
力
が
悪
化
し
た
り
大
き
な
問
題
点
が
露
呈
し
た
り
す
る

と
、
組
織
内
で
は
ス
ケ
ー
プ
ゴ
ー
ト
探
し
が
始
ま
り
ま
す
。「
能
力

が
な
い
執
行
部
」、「
自
立
心
が
低
い
役
員
」
等
が
矛
先
と
な
る
こ
と

が
多
い
で
す
が
、
も
と
も
と
誰
も
自
分
の
組
織
を
悪
く
し
よ
う
な
ど

と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
組
織
を
良
く
す
る
た
め
に
努
力
し

て
い
る
人
間
が
大
半
で
す
。
組
織
と
は
、
共
通
の
目
的
を
持
っ
た
個

人
の
集
ま
り
で
す
。
共
通
の
目
的
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
一
体
感
が
醸

成
さ
れ
、
組
織
は
一
つ
に
ま
と
ま
り
ま
す
。
個
人
で
は
成
し
得
な
い

よ
う
な
こ
と
も
、
組
織
と
い
う
集
団
を
形
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
相

乗
効
果
が
生
ま
れ
、
そ
れ
が
大
き
な
パ
ワ
ー
と
な
り
、
大
き
な
成
果

に
つ
な
が
る
の
で
す
。

現
在
、
日
本
の
労
働
組
合
に
は
労
働
者
へ
の
「
高
い
ケ
ア
」
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
高
い
ケ
ア
と
は
、
信
頼
、
積
極
的
な
共
感
、
進

ん
で
助
け
合
う
こ
と
、
柔
軟
な
判
断
、
勇
気
が
組
織
内
に
十
分
あ
る

状
態
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
具
体
的
に
は
、
執
行
部
が
従
来
の

慣
習
の
み
に
捕
ら
わ
れ
ず
、
新
し
い
試
み
を
す
る
組
合
員
に
対
し
て

好
奇
心
と
謙
遜
の
目
を
持
つ
こ
と
で
す
。
目
を
外
に
向
け
て
、
あ
ら

ゆ
る
も
の
を
積
極
的
に
学
ぶ
態
度
で
も
あ
り
ま
す
。

本
史
の
発
行
に
あ
た
り
、
組
合
員
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
人
た

ち
の
関
西
支
部
に
対
す
る
ご
支
援
と
ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
る
次
第
で
す
。

編
纂
委
員

関
西
支
部
書
記
長

石
川
健
造

あ

と

が

き

編 纂 委 員

支部書記長 石川 健造
支部書記次長 芦崎 光夫
支部執行委員 達川 嘉和

森田 昌志
支部事務局 金丸 涼子

岡元 知恵




